Higashi ajia kingendai no gainen henseishi kenkyū no genzai by 鈴木  貞美
東アジア近現代の概念編制史研究の現在






























Williams, 1921―88）の『キーワード』（Keywords: A Vocabulary of Culture and Society, Fontana 
















は 1867 年に「法・理・文・医」の 4 学部で創設され、1886 年にそれを再編して創設され





































































































































































































































































































































































































































































































受けた。1885 年 12 月に初代、内閣総理大臣に就任すると、官僚や広い意味でのテクノク
ラート養成を主眼とする帝国大学の創設（1886 年）に乗り出した。工部省を廃止、工部大
学校を帝国大学工科大学とした。1889 年には農科大学が農商務省から移管された。農商
務省は早くからドイツ人のお雇い外国人を招いており（アメリカの牧畜中心の大規模経営を
導入した札幌農学校は、拓殖省の管轄）、ドイツで化学と生物学による農芸研究が総合大学
で行われはじめたのを導入した。この実学に力を注ぐ編制は、学問のためのヨーロッパの
大学と異なり、とくに工科大学は世界にはるかに先駆け、富国強兵の根幹を担った。土木
工学の博士を多く出したのもユニークである（ただし、20 世紀に入って、建築は「芸術」の
ひとつに位置づけられる）。
　鈴木貞美
　22
　結　び
　知のシステムは、学芸諸ジャンルの概念の相互関係、概念編制（conceptual system）に
端的に示される。それを支える価値理念とそれを担う実体である文化諸制度の変遷史とを
あわせ、概念編制史と呼ぶ。なお、概念は、知識層一般に共有されているものをいい、そ
れぞれに創始・流通・定着・変容が問われる。概念編制史は文化史の根幹をなすが、語彙
史、研究教育制度やメディア史の研究とたがいに支えあう関係にあり、方法を身につけれ
ば、誰でも参加できる。
　そして、ここであげたものの下位概念や諸ジャンル、人文学であれば「宗教」概念（諸
宗教を超える国家神道の展開）、「歴史」概念（法則性をもつか生成発展か）、いわゆる文理に
またがる領域では、生物進化論やエネルギー概念の受容史は「生命」観や「自然」観の根
本概念に関わるものであるが、儒学系の「天理」によって受け入れられたことなど、依然
として未開拓のまま残されている。これらの研究は、既存の各ジャンル史および学説史研
究に再検討を迫ることはまちがいない。
　「文学」概念の変化について、もうひとつ大事なことがある。20 世紀に入るころから、
芸術至上主義が台頭し、芸術の宗教・自然科学との関係が根本的に変わる。何よりも芸術
が大事というだけではなく、芸術がどんな宗教も自然科学も抱えてゆくという考えで、こ
れによって、真・善・美の美を担当するタテマエの近代的芸術観からの脱却が起こる。密
接に関連するが、象徴主義は「一種の宗教」を名のる。芸術をまるで既成宗教に代わるも
ののように考える人びとが出てくる。そして、たとえばヒンドゥー神秘主義をうたうイン
ドの詩人、ラビンドラナート・タゴールがノーベル文学賞を受賞（1913 年）、岡倉天心
『東洋の理想──日本美術を中心に』（1904 年）が道教の「気」を尊重する態度もつくられ
る。が、他方で、芸術から宗教性を排除する近代主義の流れも存続する。たとえば能楽研
究の第一人者、野上豊一郎は、能楽が宗教芸能としての性格を強く残し、近代芸術でない
ことをよく承知しながら、宗教性を考慮しない立場をとった。
　そして、これらは第二次大戦後の再編を経て、今日に至っており、今日のわれわれを規
定している。この再編成過程の総体の研究は、今日の知的システムを未来にひらくために
必要不可欠な前提であり、かつ、東アジアの国際共同研究の展開によってこそ進展を見る
のである。
